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第５号 

文責 鈴木 尚子 

「特色ある学校づくり推進事業」とは、本校が特色ある教育を行っていくために、市から予算をいただい

て活動している事業です。 

本校では地域学校共働本部のご尽力で毎月2回ほど、朝のドリルタイムの時間に【よみっ子💛

ハート便】の方々に来ていただいて読み聞かせを行っています。子どもたちが多くの本に出会え

るよい機会となっています。子どもたちにとって読み聞かせで聞くお話は、自分一人で読むのと

はまた違った味わい方ができます。ボランティアの方が読んでくださるお話の世界に引き込まれ、

物語のイメージが広がります。どんなお話が聞けるのか子どもたちも毎回、楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「すしん」 

得意のナンセンス絵本で
す。 

「くいしんぼうのいっすんぼうし」 

昔の一寸法師とは一味違う
お話。現代版の一寸法師はとて
も楽しいお話でした。みんなの
聴く姿勢が素敵でした。 

「ハロウィンドキドキおばけの日」 

今年もハロウィンが近づき
仮装する子もいるのかな？と
思い選びました。みんな集中
して聴き込んでくれました。 

「かべのむこうになにがある？」 

かわいいきれいな色使いの絵
で少し考える内容です。４年生な
ので各自で考えながら聴いてく
れているように感じました。 

「すずりくん」 

「文房四方」を紹介しました。
興味をもってくれると嬉しいな。 

「バムとケロのさむいあさ」 

季節的で絵がはっきりしたお
もしろさもあって選択しまし
た。静かに聴いてくれました。 

「ファーブル昆虫記」 

はたらきあり（くろやま
あり）とさむらいありのは
たらきについて、静かに聴
いてくれました。 

「のばら」11月17日全校読み聞かせ 


